
2014年原子力規制

委員会委員がs

島崎邦彦氏からも

日中知氏へ入れ替

わってからも次から次

と原発が再稼働
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素
から計
新
大
綱
策
定
に
参
加

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
後
の
康
子
力
政
策
の
基
本
方

針
（原
子
力
政
策
大
綱
）
を
決
め
る
た
め
内
閣
府
原
子
力
委
員
会

上
曰
＝
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
議
の
専
門
委
員
２３
人
の
う
ち
、

原
子
力
が
専
門
の
大
学
教
授
３
人
全
員
が
、
２
０
１
０
年
度

ヽ
ま

で‐
の
５
年
間
に
京
発
関
連
の
企
業

・
団
体
か
ら
計
１
８
３
９
万

円
の
寄
付
を
受
け
て
い
た
。
朝
日
新
聞
の
調
べ
で
わ
か
っ
た
。

▼
３８
面
＝
委
員
会
で
の
３
人
は

３
人
は
東
京
大

の
田
中
知

（
日
本
原
子
力
学
会
長
）
、
大

霰
鮒
鶴

婦̈
は話

を
認
め
た
う
え
で
、

「会
議
で

員
長
ら
原
子
力
委
員
５
人
と
専

門
委
員
で
構
成
さ
れ
、
今
年
８

月
を
め
ど
に
大
綱
を
つ
く
る
。

寄
付
は
所
属
大
学
に
情
報
公

開
請
求
し
、
公
開
対
象
の
過
去

５
年
分
が
判
明
し
た
。

寄
付
を
し
て
い
た
の
は
、
青

森
県
に
大
間
原
発
を
建
設
中
の

電
源
開
発
、
茨
城
・福
井
両
県
に

原
発
を
も
つ
日
本
原
子
力
発
電

の
電
力
２
社
▽
日
立
製
作
所
、

日
立
Ｇ
Ｅ

ニ
ュ
ー
ク
リ
ア

一
エ

「研究 のために受 けているd寄付
で、策定会議などでの発言が影響さ
れてはいけないという意識がかえっ
て高まる」

‖ 鶉子デ午菫殺
)

「寄付は研究のために使用してい
る。会議では個人の立場で、自分な
りに厳しいことも発言している」

儡源躍]!吾ミ魏財彰計 )

「原子力を前に進めるための寄付な
ら受ける。癒着ではない。良い原子力
のためには業界との協力は必要だ」

会
議
で
は
ヽ
福
島
の
事
故
後

に
政
府
が
打
ち
出
し
た
減
原
発

方
針
が
大
綱
に
ど
う
反
映
さ
れ

る
か
が
焦
点
と
な

っ
て
い
る
。

原
子
力
委
の
事
務
局
は
３
人
の

選
定
理
由
を

「安
全
性
な
ど
の

専
門
知
識
を
期
待
し
た
」
と
説

明
す
る
が
、
電
力
会
社
や
原
発

メ
ー
カ
ー
と
密
接
な
つ
な
が
り

が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
る
。

ア」

議
。
元
東
京
大
京
子
力
研
究
総

合
セ
ン
タ
ー
長
の
近
藤
駿
介
委

■
原
発
関
連
の
企
業

・
団
体
か
ら
寄
付
を
受
け
て
い
た
３
教
授

鍋
一
田

原
車
名
条
曹
員．会

１
９
５
６
年
に
原
子
力
基
本

法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
。
原

子
力
の
研
究
、
開
発
、
利
用
の

基
本
方
針
と
な
る
国
の
原
子
力

政
策
大
綱
を
つ
く
る
。
原
子
力

委
員
は
首
相
が
任
命
す
る
。

ナ
ジ
ー
、
三
菱
重
工
業
の
各
原

発
メ
ー
カ
ー
▽
原
子
力
関
連
企

業

・
団
体
で
つ
く
る
業
界
団
体

「
日
本
原
子
力
産
業
協
会
」
の

地
方
組
織
で
あ
る
関
西
、
東
北

原
子
力
懇
談
会
▽
関
西
電
力
の

グ
ル
ー
プ
会
社
の
原
子
カ

エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。

こ
の
う
ち
山
名
教
授

へ
の
５０

万
円
は
、
策
定
会
議
の
専
門
委

員
に
就
任
し
た
後
の
１１
年
２
月

に
関
西
原
子
力
懇
談
会
か
ら
受

け
た
も
の
だ

っ
た
。

^:|

３ヽ

」

∃

・

膵

認

睡

四

朦

朧

勝

隧

べ
き

だ
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
。

寄
付
は
研
究
助
成
が
名
目
で

奨
学
寄
付
と
も
呼
ば
れ
、
企
業

・
団
体
が
研
究
者
を
指
定
し
て

大
学
の
日
座
に
振
り
込
む
。
教

授
側
は
使
い
道
を
大
学
に
申
告

す
る
が
、
企
業

・
団
体

へ
の
報

告
義
務
は
な
い
。
企
業

・
団
体

か
ら
の
受
託
研
究
費
な
ど
と
比

た
。
安
全
委
員
は
班
目

（
ま
だ

ら
め
）
春
樹
委
員
長
ら
５
人
。

省
庁
や
電
力
会
社
に
指
示

・
勧

告
す
る
権
限
を
持
つ
。
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ま
岬

鴫

蟷

輩

擢

新

鶴

鴫

瞥

燒

鵠

徴

ク
ル
を
担
う

「
日
本
原
燃
」

（青
森
県
六
ケ
所
村
）
と
原
発
メ

ー
カ
ー
の

「
三
菱
Ｆ
Ｂ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
ズ
」

（東
京
）
か
ら
、
今

年
前
半
ま
で
報
酬
を
受
け
取

っ
て
い
た
こ
と
が
朝
日
新
聞
の
調

べ
で
わ
か

つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

朝
日
新
聞
が
東
大
に
情
報
開

示
請
求
し
て
得
た

「併
任

・
兼

業
簿
」
や
両
社

へ
の
取
材
に
よ

る
と
、
田
中
教
授
は
２
０
０
７

年
７
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で
三

菱
Ｆ
Ｂ
Ｒ
社
で

「
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー

・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
」
を
務

め
、′

０９
年
５
月
か
ら
今
年
３
月

ま
で
日
本
原
燃
の

「ガ
ラ
ス
固

化
技
術
研
究
評
価
委
員
会
」
で

委
員
長
を
し
て
い
た
。

い
ず
れ
も
事
業
内
容
に
つ
い

て
助
言
す
る
役
割
で
、
報
酬
や

交
通
費
を
受
け
て
い
た
が
、
開

示
資
料
で
は
金
額
は
黒
塗
り
に

さ
れ
た
。
田
中
教
授
は
規
制
委

の
委
員
と
し
て
国
会
承
認
を
受

け
た
６
月
、
三
菱
Ｆ
Ｂ
Ｒ
社
の

役
職
を
辞
任
し
た
と
い
う
。

日
本
原
燃
は
使
用
済
み
核
燃

料
の
再
処
理
や
処
分
を
、
三
菱

Ｆ
Ｂ
Ｒ
社
は
高
速
増
殖
炉
の
開

発
を
事
業
と
し
て
い
る
。
両
社

と
も
、
事
業
内
容
は
規
制
委
の

審
査
の
対
象
に
な
る
。

田
中
教
授
は
今
年
４
月
、
規

制
委
の
審
査
委
員
に
な
る
際
、

規
制
委
の
内
規
に
基
づ
き
、
業

一界
と
の
関
係
に
つ
い
て
自
己
申

告
書
を
規
制
委
に
提
出
。
両
社

か
ら
の
報
酬
は
記
さ
れ
て
い
な

「お
話
し
で
き
ぬ
」

田
中
教
授
の
話
　
現
在
は
す

で
に
規
制
委
の
参
事
と
な

っ
て

お
り
、
立
場
上
、
お
話
し
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
原
燃
報
道
部
の
話
　
専

門
家
の
立
場
か
ら
業
務
に
つ
い

て
指
導
、
助
言
を
頂
い
た
“
社

内
の
規
定
に
基
づ
き
謝
礼
金
や

交
通
費
を
支
払

っ
た
が
、
詳
細

は
回
答
を
差
し
控
え
る
。

，
三
菱
Ｆ
Ｂ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
ズ
業

務́
部
の
話
　
会
社
の
動
き
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
報

酬
を
支
払

っ
た
が
、
金
額
は
個

人
情
報
の
た
め
言
え
な
い
。

い
。
内
規
で
は
年
間
５０
万
円
以

上
の
報
酬
は
記
す
決
ま
り
だ
。

こ
の
他
に
も
原
発
メ
ー
カ
ー

や
電
力
会
社
な
ど
か
ら
０６
年
度

以
降
に
奨
学
寄
付
金
を
計
５
１

０
万
円
受
け
、
東
京
電
力
の
関

連
財
団
か
ら
報
酬
を
５０
万
円
以

上
受
け
取

っ
て
い
た
こ
と
が
判

明
＝
表
。
同
財
団
は
公
益
法
人

で
審
査
対
象
で
は
な
い
。

現
在
の
委
員
で
は
、
更
田
豊

志
氏
が
０９
～
・１
年
度
、
日
本
原

子
力
発
電
か
ら
講
義
や
テ
キ
ス

ト
作
成
の
報
酬
と
し
て
計
約
４６

万
円
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
を

申
告
し
て
い
る
。

・ 農奨翼葉漿」盟些基異農
知・東大教授への

田中知

東京大教授

先月まで

事
故
の
反
省
骨
抜
き

る
」

の
寄
¨

と
す

定
。
一

内
規
ユ

規
一

時
点
エ

会
社
（

日
本
一

で
、
一

け

て

た
。
一

「
原
¨

を
示
・

原
発
（

名 目 時期 金額

日立 GEニ ューク リ
ア・エナジー 寄 付 06-11生 F屋蓋 言+360フデF日

電源開発 謝 06生 F屋電 100フテFヨ

太平洋コンサルタント 鮒 11年度 50フデFl
東電記念財団 11生二層誼 50万円以上
三菱FBRシ ステムズ 07ハψ14生F居謹 不 明

日本原燃 郵 09´V13生

=選
五 不 明
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安
倍
政
権
が
示
し
た
原
子
力
規
制
委
員
会
の
後
任
人
事
案
は
、
厳
し
い
審
査
を
担

っ
て
き
た
島

崎
邦
彦
委
員
が
去
り
、
原
発
推
進
を
担

っ
て
き
た
専
門
家
を
加
え
る
内
容
だ

っ
た
。
交
代
を
求
め

て
き
た
政
財
界
に
は
歓
迎
ム
ー
ド
が
漂
う
。
原
発
事
故
の
反
省
か
ら
推
進
側
か
ら
の
独
立
を
う
た

っ
て
発
足
し
た
規
制
委
に
、
再
稼
働
を
目
指
す
政
権
の
色
が
に
じ
み
始
め
た
。
　

　

▼
１
面
参
照



前原子力規制委員の島崎邦彦氏が、大飯

原発の地震動の不備を指摘。

(以下)

→ 原子力規制委員会 (田 中知氏)と

島崎邦彦氏のや りとり。



窯●     11版 2016年 (平成 28年)7尾 16目 c土曜 日 〕

瑕綺
関
西
電
力
大
飯
原
発

（福
井

県
）
の
耐
震
設
計
の
目
安
と
な

る
基
準
地
震
動
を
巡
り
、
過
小

評
価
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
島
崎
邦
彦

ｏ
東
京
大
名
誉
教

授

（地
震
学
、
元
原
子
力
規
制

委
員
会
委
員
）
は
十
二
日
、
都

内
で
記
者
会
見
し

「
遇
小
評
価

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
。
議
論
や
結
論
に
は
納
得

で
き
な
わ
。
再
計
算
す
る
の
が

望
ま
し
ひ
」
と
述
べ
た
。

規
制
委
は
十
三
日
、
島
崎
氏

命
指
摘
を
踏
ま
え
て
検
証
し
た

結
果

「見
直
し
は
不
要
」
と
判

見
解
を
述
べ
る
島
崎
邦
彦
元
委
員

長
代
理
＝
‐５
日
ヽ
東
京
都
港
区
で

元
規
制
委
・島
崎
氏

『

』

断
。
担
当
者
が
島
崎
氏
に
結
果

を
説
明
し
た
と
こ
ろ

「
ハ
島
崎

氏
が
）
納
得
、
安
心
し
た
」
と

答
え
た
と
説
明
し
て
い
た
。

島
崎
氏
は

「
　

　

馨
百
そ

避
け
て
き
た
が
、
逆
に
誤
解
を

招
椰
た
の
で
見
解
を
公
表
す

る
」
な
ど
と
す
る
十
四
驀
付
の

抗
議
文
を
、
日
中
麦

一
委
員
長

に
送
付
。
規
制
委
は
十
九
日
に

島
崎
氏
と
面
談
し
て
説
明
を
受

け
る
。
　
　
・

島
崎
氏
は
会
見
で
、
関
電
が

計
算
し
た
基
準
地
震
動

（最
大

加
速
度
八
五
六
√
）
は
、
用
い

た
手
法
の
特
性
か
ら
過
小
評
価

に
な

っ
て
い
る
と
説
明
。
過
小

評
価
で
は
な
い
と
し
た
規
制
委

の
検
証
計
算
は
、
基
準
地
震
動

策
定
の
際
に
上
乗
せ
し
た

「
不

確
か
さ
」

（
安
全
余
裕
）
を
考

慮
し
て
い
な
い
な
ど
の
不
備
が

あ
り
、
誤

っ
で
浄
る
と
指
摘
し

た
。
島
崎
氏

の
簡
易
計
算
で

は
、
最
大

一
五
五
〇
♂
程
度
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
い
、

「
見
直
せ
ば
、
現
在
の
基
準
地

震
動
は
超
え
て
し
ま
う
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

規
制
委
は
、
検
証
で
得
ら
れ

た
地
震
動
は
最
大
加
速
度
六
四

四
〕プ
で
、
基
準
地
震
動
を
下
回

る
た
め
、
見
直
す
必
要
は
な
い

と
し
て
い
る
。

『一色練い　　　　」

Ｘ
を
指
示

林
経
産
相

林
幹
雄
経
済
産
業
相
は
十
五

日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、

規
制
委
魏
雉
応
デ
透
黎

原
子
力
規
制
委
員
会
は
透
明

性
が
身
上
の
は
ず
だ
。
賓
西
電

力
大
飯
原
発
の
地
震
動
の
再
計

算
結
果
も
、
問
題
を
指
摘
し
た

島
崎
邦
彦
前
委
員
長
代
理
に
、、

公
開
の
場
で
伝
え
る
べ
き
だ

っ

た
。
だ
が
、
伝
え
た
の
は
非
公

開
の
場
。
不
透
明
だ
と
藉
批
判

を
招
き
か
ね
な
い
「

島
崎
氏
は
六
月
、
翻
中
俊

一

委
員
長
と
公
開
の
場
で
面
談
し

地
震
動
を
過
小
評
価
し
て
い
る

恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
。
再
計
算

が
始
ま

っ
た
。
な
る
ば
決
着
を

付
け
る
の
も
公
開
の
場
で
あ
る

べ
き
な
の
に
、
島
崎
氏
に
結
果

を
伝
え
た
場
は
密
室
だ

っ
た
。

再
計
算
結
果
を
島
崎
氏
に
伝

え
た
の
は
規
制
委
事
務
局
の
職

員
。
国
中
氏
は
護
者
会
見
で
島

崎
氏
の
反
応
を
尋
ね
ら
れ
る
と

「
結
果
を
見
て
安
心
し
た
と
言

っ
て
眸
た
と
報
告
を
受
け
た
」

と
述
べ
た
。
実
無
に
は
、
島
崎

氏
は
規
制
委
の
結
論
に
納
得
し

て
お
ら
ず
、
反
応
は
間
違

っ
て

公
表
さ
れ
た
。

島
崎
氏
は

「
誤
解
を
解
く
た

め

に
見
解
を

公
表

し
た

け
」

と
、
早
急
に
記
者
会
見
を
開
く

こ
と
を
事
務
局
に
要
望
し
た
。

だ
が
、．
事
務
局
は
翻
中
氏
と
島

一時
氏
が
公
開
の
場
で
面
談
す
る

方
が
先
と
判
断
．
会
見
で
は
な

く
、
十
九
猥
に
面
敦
の
日
程
を

入
れ
た
。
島
靖
氏
の
発
言
を
事

前
に
抑
制
す
る
狙
い
か
と
の
疑

念
を
招
き
か
ね
な
い
対
応
だ
。

（大
野
孝
志
）

原
子
力
撮
害
賠
償

。
廃
炉
等
支

援
　
鏡
が
、
東ヽ
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
の
廃
炉
作
業
の
新

た
な

「戦
略
プ
ラ
ン
」
で
建
屋

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う

「
石

棺
」
に
言
及
し
た
こ
と
に
関

し
、

「誤
解
を
招
か
な
枠
表
現

に
修
正
す
る
よ
う
機
構
に
指
示

し
た
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

機
構
は
指
示
を
受
け
、
石
棺

に
関
し
て
言
及
し
た
部
分
を
修

正
し
た
プ
ラ
ン
を
週
明
け
に
も

省
を
訪
れ
た
福
島
県
の
内
堀
雅

雄
知
事
と
会
談
し
一
生
品
本
賜
分

経
産
副
大
臣
も

「
国
と
し
て
石

棺
で
処
理
す
る
考
え
は

一
切
な

い
」
と
強
調
し
た
。

り
返
し
が

つ
か
な
い
。

存
か
ら
脱
却
し
、
原
発
に
代
わ

る
エ
ネ
指
ギ
ー
に
切
り
替
え
て

静
く
べ
き
だ
」
と
強
調
し
た
。

伊
万
里
市
は
玄
海
原
発
の
三

十
ξ
理
に
あ
る
。
塚
部
市
長
は

九
電
が
二
〇

一
六
年
度
内
の
再

稼
動
を
積
指
し
て
い
る
こ
と
に

つ
わ
て

「
原
発
が
止
ま

っ
て
三

年
が
経
過
し
て
も
市
民
生
活
に

一　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
た内７　　　　　　　　ヽ　　　　」

再
稼
働
反
対
の
肺
万
里
蔽
轟

九
州
電
力
玄
海
原
発

（佐
賀

県
玄
海
町
）
の
再
稼
働
に
反
対

一疑

　

鶉

憚

螂
可

蜘

一同
通
信
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ト
に
応

じ

「重
大
事
故
が
起
き
た
ら
取

大
き
な
影
響
は
な
か

っ
た
」
と

鐘
嬌
。

「
再
稼
働
し
て
も
市
こ

と

っ
て
何

の
メ
リ

ッ
ト
も
な

む
」
と
述
べ
た
。

原
発
の
再
稼
働
に
は
地
元
国

意
が
必
要
だ
が
、
玄
海
原
発
の

場
合
は
佐
賀
県
と
玄
撫
町
が
対

象
に
な
り
他
の
三
十
計
圏
の
萎

愉
体
は
外
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

塚
部
市
長
は

「
同
意
権
が
与
え

ら
れ
て
い
な
け
の
で
、
こ
ち
ら

の
意
・向
で
上
わ
る
こ
と
は
で
き

なヽ
い
」
と
す
る

一
方
短
一，市
民
の

不
安
を
代
弁
し
、
九
電
に
よ
諄

安
全
な
運
転
をヽ
講
じ
る
よ
う
転

働
き
掛
け
る
」
と
話
し
たヽ
。
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大飯地震動

再．計
算
評
価
方
法
は
変
え
ず

関
西
電
力
大
飯
原
発

（福
井

県
）
の
地
震
動
を
巡
り
ヽ
過
小

評
価
し
て
い
る
と
主
張
す
る
原

子
力
規
制
委
員
会
の
島
崎
邦
彦

前
委
員
長
代
理
と
田
中
俊

一
委

原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊

一

委
員
長
〇
ら
の
前
で
、
意
現
を
述

べ
る
島
崎
邦
彦
前
委
員
長
代
理
〇

贈
島
日
午
後
、
東
京
都
港
区
で

員
長
ら
が
十
九
日
面
談
し
た
。

田
中
氏
ら
は
、
規
制
委
に
よ
る

再
計
算
が
不
適
切
だ

っ
た
と
認

め
な
が
ら
も
、
従
来
の
評
価
方

法
は
維
持
す
る
考
え
を
示
し

′た
。
二
十
日
の
定
例
会
合
で
、

五
人
の
全
委
員
で
協
議
す
る
。

島
崎
氏
は
、
関
電
が
用
い
た

計
算
式
だ
と
、
垂
直
に
近
い
断

層
で
は
地
震
動
を
大
幅
に
小
さ

く
評
価
す
る
と
指
摘
”
規
制
委

は
別
の
式
で
再
計
算
し
、
関
電

の
数
値
を
下
回

っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
十
三
日
の
定
例
会
合
で

は
、
大
飯
原
発
が
想
定
し
て
い

る
地
震
動
は
妥
当
で
見
直
す
必

要
は
な
い
、
と
判
断
し
た
。

十
九
日
の
面
談
は
、
規
制
委

の
判
断
に
異
論
を
唱
え
た
島
崎

氏
か
ら
直
接
意
見
を
聴
く
た
め

に
開
か
れ
た
。

席
上
、
．ゴ

訓
贅
馴
遍
コ
「
＝
一

酬
ロ
ョ
園
、
式
を
変
え
る
と
、

断
層
の
総
面
積
よ
り
も
、
ず
れ

て
強
い
揺
れ
を
生
む
部
分
の
面

積
の
方
が
大
き
く
な
る
な
ど
多

く
の
矛
盾
が
あ
り
、
ｔ可

訓
鋼
の

細
剰
劇
刹
馴
日
田
ｕ
川
劉
引
測

０

こ
の
説
明
に
田
中
氏
は

「
で

薫
倒
コ
ヨ
冽
Ｊ
司

た
。
前
の
委
員
会
で
い
い
だ
ろ

う
と
申
し
上
げ
た
が
、
そ
こ
も

含
め
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
」

と綱〔一謂価が法̈
見直し
一＝ゎぃ北棚ま‐「聘確̈
棚聯『
一

葉瑯
備 ヘ

動
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
し
て

い
た
。

こ
れ
で
は
恣
意
的
で
信
頼
で

き
な
い
計
算
だ

っ
た
こ
と
に
な

る
。
二
十
日
の
会
合
で
ば
、
ィ型

「

説
明
を
問
い
て
い
る
と
、
科
学

を
逸
脱
し
た
と
感
じ
た
。
も
し

郵
圏
∃
馴
■
∃
馴

劉

到

到

ヨ

巖

′
し
い
指
摘
も
出
た
。

規
制
委
は
次
国
会
合
で
、
ど

の
入
力
値
を

「
工
夫
」
し
た
の

か
や
、
詳
し
い
計
算
過
程
に
つ

い
て
事
務
局
に
説
明
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
震
動
の
計
算
式
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
は
何
か
な
ど
も
聞
い

た
上
で
、
十
三
日
の
判
断
を
ど

う
す
る
か
決
め
る
。

こ
の
問
題
を
巡
る

一
連
の
議

論
で
は
、
第
ョ
習
洲
潤
訓
「
ぎ

潤
酬
測
副
測
引
測
耐
姐
劇
劃
硼

刹
馴
湘
罰
柵
州
「
劉
翻
引
引
ヲ

刻
洲
ツー
刻
ズ
ロ
刻
ｄ
剣
日
洲
日

々ガ
会
樹
の
主
張
ヨ
劉
ロ
ロ
到
引

す
る
能
力
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
も
印
象
づ
け
た
。

（
大
野
孝
志
）
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″
島
崎
氏
批
判
　
　
　
　
」

関
西
電
力
寒
鰤
原
発

（福
井

県
）
の
基
準
地
震
動

（耐
震
設

し
て
い
る
元
原
子
力
規
制
委
員

会
委
員
の
島
崎
邦
彦

ｏ
東
京
大

名
誉
教
授

（地
震
学
）
――
写
真

＝
は
十
四
日
、
規
制
委
が
再
計

算
の
結
果

「
見
直
し
は
不
要
」
、

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「納
得

し
て
い
な
い
。
規
制
委
‐の

説
明

は
事
実
と
異
な
る
」
と
、
規
制

委
の
対
応
を
批
判
し
た
´
共
同

通
信
の
取
材
に
応
じ
た
っ

島
崎
氏
は
規
制
委
に
抗
議
文

を
送
付
、
十
五
日
に
記
者
会
見

を
開
く
と
い
う
。
規
制
委
の
田

中
俊

一
委
員
長
は
十
三
日
の
記
・

者
会
見
で
、
島
崎
氏
に
計
算
結

果
を
説
明
し
た
と
し
た
上
で

に
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
と
主

規
制
委
の
大
飯
地
震
動
再
計
算

「
結
果
を
見
て
非
常
に
安
心
し

た
と
言

っ
て
い
た
と
の
報
告
を

受
け
た
」
と
述
べ
て
い
た
。

島
崎
氏
は
、
基
準
地
震
動
を

０
日
●
硼
∃
到

∃
例
目
創
劉
目

一
張
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発

事
故
後
に
行
わ
れ
た
安
全
評
価

（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）
．
で
、
炉

心
冷
却
が
確
保
で
き
な
く
な
る

下
限
値
と
し
て
関
電
が
示
し
た

一
二
六
〇
ノ
も
上
回
る
。

島
崎
氏
は
、
震
源
の
断
層
面

積
か
ら
地
震
規
模
を
算
出
す
る

「
ス
倉

二
二
宅
式
」
を
大
飯
原

発
の
震
源
な
ど
地
表
に
対
し
て

垂
直
に
近
い
断
層

に
適
用
す
る

と
、
地
震
規
模
を
過
小
評
価
す

る
と
指
摘
。

規
制
委
は
今
回
、
断
層
の
長

さ
に
着
目
し
た

■
武
村
式
」
で

計
算
し
て
数
値
を
比
較
。
そ
の

結
果
、
入
倉

ｏ
三
宅
式
か
ら
導

い
た
地
震
動
は
最
大
加
速
度
三

五
六
ノ
、
武
村
式
で
は
同
六
四

四
ノ
と
ヽ
島
崎
氏
の
指
摘
が
正

し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

訓
馴

コ

劃

司

疹

。
三
宅
式
で
出
し
た
二
五
六

′レ
ガ

た
五
九
六
♂
を
下
回
る
こ
と
も

指
摘
。
関
電
が
「
不
確
か
さ
」
を

上
乗
せ
し
数
値
に
余
裕
を
持
た

せ
た
八
五
六
♂
を
下
回
る
こ
と

を
理
由
に
見
直
し
を
不
要
と
し

た
判
断
を
問
題
視
し
て
い
る
。
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原子力規制委

瀑
語
濡
早
期
幕
引
き
図
る

原
子
力
規
制
委
員
会
は
二
十

七

日
、
関
西
電
力
寒
飾
原
発

（福
井
県
）
で
想
定
す
る
地
震

動
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と

の
指
摘
を
巡
り
、
関
電
の
手
法

は
妥
当
で
、
現
状
で
は
見
直
さ

な
い
こ
と
を
決
め
た
。
原
発
の

安
全
性
を
考
え
る
上
で
、
極
め

て
重
要

な
議
論
だ

っ
た
が
、

「
こ
の
問
題
が
解
決
し
な

い

と
、
新
基
準
の
審
査
結
果
が
出

せ
な
い
」
と
、
早
期
の
幕
引
き

を
し
た
。

議
論
の
発
端
は
、
大
飯
原
発

の
よ
う
に
震
源
断
層
が
垂
直
に

近
い
と
、
関
電
の
計
算
式
で
は

地
震
動
を
数
分
の

一
に
過
小
評

価
す
る
と
の
前
規
制
委
員
長
代

理
の
島
崎
邦
彦
東
大
名
誉
教
授

か
ら
の
問
題
提
起
。

規
制
委
事
務
局
は
、
別
の
式

で
再
計
算
を
試
み
た
。
そ
の
過

程
で
浮
か
ん
だ
の
は
、
計
算
に

は
多
数
の
値
が
使
わ
れ
、
設
定

に
よ

っ
て
地
震
動
の
値
は
い
か

よ
う
に
も
出
せ
る
こ
と
と
、
規

制
委
も
電
力
会
社
の
計
算
内
容

を
完
全
に
は
つ
か
み
切
れ
て
い

な
い
こ
と
だ

っ
た
。

別
の
式
を
使
え
ば
関
電
の
値

よ
り
大
き
く
な
る
は
ず
―
。
そ

の
見
込
み
に
合
わ
せ
よ
う
と
、

事
務
局
は
断
層
の
ず
れ
る
面
積

な
ど
の
値
を
操
作
し
、
無
理
に

計
算
を
進
め
た
が
、
規
制
委
メ

ン
バ
ー
か
ら
は

「科
学
を
逸
脱

し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

関
電
と
同
じ
式
を
使

っ
た
結
果

も
出
し
た
が
、
同
等
の
値
に
な

る
は
ず
な
の
に
、
半
分
以
下
と

大
き
な
開
き
が
出
た
。
事
務
局

は

「関
電
と
は
、
地
震
波
を
合

成
す
る
際
の
プ

ロ
セ
ス
が
異
な

る
た
め
で
は
な
い
か
」
と
釈
明

し
て
い
る
。

地
震
動
を
は
じ
く
式
は
、
過

去
の
地
震
を
う
ま
く
説
明
し
、

予
測
に
活
用
し
よ
う
と
多
様
な

も
の
が
考
案
さ
れ
て
き
た
。
た

だ
し
、
見
え
な
い
地
下
を
相
手

に
す
る
上
、
過
去
の
事
例
か
ら

外
れ
た
地
震
も
起
き
て
き
た
「

少
な
か
ら
ず
誤
差
が
生
じ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

誤
差
を
見
越
し
て
強
度
を
高

め
「想
定
外
」
を
な
く
す
の
が
新

規
制
基
準
の
柱
の

一
つ
。
規
制

委
は
連
動
す
る
断
層
の
長
さ
な

ど
を
「
安
全
側
で
審
査
し
て
い

る
」
と
、
評
価
手
法
は
見
直
さ
な

い
と
結
論
づ
け
た
。
だ
が
、
全

国

で
起
き
て
い
る
原
発
再
稼
働

の
訴
訟
で
は
、
ま
さ
に
過
小
評

価
か
否
か
が
重
要
な
争
点
。
今

回
の

一
件
は
、
裁
判
に
も
影
響

を
与
え
そ
う
だ
。
（
山
川
剛
史
）


